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グループワークを 
「本物」にしよう！
グループワークはグループづくりから始まる 
まずグループとは何かから考えよう　　三浦真琴
グループでワークすればグループワーク，ではない！ 
グループワーク“もどき”の問題点　　近藤麻理
基礎教育をふまえてのグループワーク 
高校までの学びからの転換　　金城祥教
学生がやる気になるグループワーク　　糸賀暢子
グループワークをマネジメントする教員に必要なこと　　
宇治田さおり

［第 2特集］学生＆教員エッセイ入選作掲載
［特別対談］看護教員という幸福（しあわせ）　　川嶋みどり／池西静江
［特別寄稿］日本協同教育学会第 12回大会への招待　　安永悟

【連載】
• 学びのヒントをもつ私　学生は「経験」の宝庫・2　　文倉志信
• アジア，アフリカ，ラテンアメリカの看護教育はいま・5　　小黒道子
• 授業研究で変わる！授業研究で変える！・8　　吉崎静夫／蔵谷範子
• 宮子あずさのエキサイティングWriting・8　　宮子あずさ
• 卒業前の看護実践能力育成への取り組み・12　　賀沢弥貴
• “医療安全力 ”を育むリスクアセスメントトレーニング・16　　
斉藤奈緒美／石川雅彦

●『看護教員の教育力をUPする！』をス
ローガンに編集してきた 2015年ですが，
早くも半分以上が過ぎました。このスロー
ガンに基づき，「教育力UP」のために，
看護とはまだ直接関係の少ない教育関係
の先生方に誌面に登場していただいてい
ます。看護教育があくまで「教育」であり，
読者の皆様が「教員」である以上，看護の
専門家と同じくらい教育の専門家に耳を
傾けていただきたいからです。●学校や
自治体の協議会などで教育の専門家の援
助を受けようとする場合，多くは「他校，
他県でやっている人」や「以前やっても
らった人」を選びがちです。が，教育界に
は豊富な人材がいるのですから，より新
鮮な方，より興味深い方にお願いしてみ
てはいかがでしょう。弊誌では，看護と
のかかわりは浅いものの，皆様の力となっ
ていただける教育関係者を紹介していき
ます。ぜひご活用ください。 ……大野
●今回は「看護過程」です。ツイッターで
人気の看護学生 botさんの「こんなに看
護学生が記録に苦労するのなら，もっと
画期的な看護過程教育法を編み出してほ
しい」という呟きが，沢山リツイートされ
ていました。共感される先生も多いので
はないでしょうか。個人的には，この「画
期的な」と「編み出してほしい」に引っかか
りも感じます。学生さんも，画期的な教育
法で「サボって資格がほしい」わけではな
く，できるだけ効率的に勉強したい，とい
う正直な感想でしょう。無駄と思える努
力の強制は何よりしんどいです。しかし，
効率を追求しすぎ，さらにその追求を誰
かにお願いしてしまうと，肝心の問題がど
こかに行ってしまう危険も感じるのです。
今回の特集はとても大きな話となりまし
たが，画期的，という発想をできるだけ控
えました。小誌が先生たちにとって，今よ
り少し改善された教育法を考えていただ
くきっかけになれば幸いです。 ……番匠
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「やってくる」事前課題をつくろう！

「つまらない」授業よ，さらば！

従来型の授業では，教員が講義を行い，問題を課し，それ
を学生が解き知識を身につける，という形式でした。比較
的「復習」が大事にされてきたと思われます。しかし，アク
ティブラーニングや反転授業の取り入れが進められるい
ま，学生には講義以前に自主的に知識を得，それを学生間
で共有しながらお互いに学び合うということも求められて
います。比較的「予習」が重視されているということです。
そこで大事なのが「事前課題」です。
講義で何を学んでほしいか，そのために事前にどんな知識
や発想を身につけてほしいかを考えて，事前課題はつくら
れます。ですので，教員は準備段階から非常にエネルギー
を割く必要があります。しかも，ただ課題を出したからと
いって，学生がやってこなければせっかくの授業研究も水
の泡。事前課題づくりは，今までの授業計画以上に大変な
ことかもしれません。
今回は，事前課題の意義をふまえたうえで，授業，講義に
はどのような事前課題が必要か，そして学生が「やってく
る」事前課題にするにはどのような工夫が必要かを考えま
す。充実した授業には充実した事前課題が不可欠。皆さん
が，少しでも「おもしろい」事前課題がつくれるようになれ
れば幸いです。

■「教わる」から「学ぶ」へのパラダイム変換の時
代に，事前課題の重要性を再考する ………
 ………………………………………齊藤茂子

■「事前課題」の意味を教えることから始めよう 
 ………………………………………坂梨京子

■私たちは事前課題にこう取り組んでいる①─
「看護過程の展開」に活かす─成人看護方法
論Ⅰの演習での活用 …………………眞鍋知子

■私たちは事前課題にこう取り組んでいる②─
1年生後期の胸部フィジカルアセスメントに
向けて ………………………………土澤るり

■私たちは事前課題にこう取り組んでいる③─
基礎看護技術の「身体の清潔を整える援助」で
の活用 ………………瀬戸かおり／鮫島陽子

■TBL（チーム基盤型学習）における事前課題
の位置づけと効果─ TBLを実践した経験と
学生の感想から ………………………新福洋子

■反転授業における授業設計と事前課題 ……
 …………………………………………稲垣忠

【2015年 4月号（Vol.56 No.4）】

本当に伸ばすための
コミュニケーション教育

【2015年 3月号（Vol.56 No.3）】

コースポートフォリオで	 	
授業改善！

【2015年 2月号（Vol.56 No.2）】

IPEの達成とこれから
「地域で学ぶ」を中心に

【2015年 1月号（Vol.56 No.1）】

看護教員の教育力をUPする！
【2014年 12月号（Vol.55 No.12）】

理想的な「入学前学習」を	
求めて

【2014年 11月号（Vol.55 No.11）】

基礎と臨床がともに学ぶ場を
つくる
自治体が協力するケースを中心に

「授業は学習の場。おもしろい，つまらないで計れるもので
はない」。もしそう思い込んでいる先生がいるとすれば，そ
の方は「おもしろい」授業を受けたことがないのではないで
しょうか。たいていの人は，自ら学ばなければ，自分が受
けた方法でしか教えることができません。ですので，「おも
しろい」授業を行うには，「おもしろい」授業を受ける必要が
あると思います。ここで言う「おもしろい」は愉快という意
味ではなく，興味を引く，すなわち英語で言うところの
「interesting」と考えてください。
もちろん看護教育が専門教育である以上，初等教育とは違
い，学生は自ら望んで学んでいることでしょう。だとして
も，学習効果を上げるためには，一方的な講義だけでは不
十分だということは，おわかりだと思います。では，いっ
たいどうすればいいのか？
今回は，実際に授業を「おもしろく」している方々に，自ら
の経験をふまえたうえで，いかに学生の気持ちを引き出し，
学習効果を上げるかについて，提言いただきます。実際の
授業を見ていただくのがいちばんではあるのですが，誌面
からさまざまな工夫を汲み取ってみてください。加えて，
これをきっかけに，先生方がお互いに授業を見せ合ったり，
方法について話し合ったりする機会が増えれば幸いです。

■看護の授業をおもしろくするには─「結
びつき」が見えるようにデザインする 
………………………………五十嵐ゆかり
■授業をプレゼンテーションに！─今日か
らできる授業改善のコツ……内藤知佐子
■へたな授業は罪深い─「しかつめらしさ」
と「プロフェッショナル」の混同をほぐす 
……………………………………筒井美紀
■エンタテインメントに学ぶ授業づくり  
看護教育編─メディアの手法を活かす 
……………………………………藤川大祐
■【対談】おもしろい授業のために教員がで
きること……………水方智子／三浦真琴
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